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Abstract  We surveyed the evolution of a mid-channel bar from 1960 to 2009 using aerial photographs and cross 
sections of river channel, and assessed the effect of vegetation and soil stripping from the bar in 2007 upon the erosion 
of the bar, in the Yahagi River, central Honshu, Japan. The stripping was also aimed to mitigate armouring of the 
extremely stable river-bed by supplying eroded sediment from the bar to the river-bed. The aerial photographs and cross 
sections of the channel show that the mid-channel bar grew in height from 1960’s to 2007 in parallel to the development 
of vegetation. After the vegetation and soil stripping in 2007 until 2009, the upstream part of the bar tended to be eroded 
whereas deposition was dominant on the downstream part of the bar. As a whole of the bar, the deposition slightly 
exceeded the erosion. Vegetation survey in the spring, summer and autumn of 2009 suggests that recovered vegetation 
would tend to assist the deposition. Accordingly, the vegetation and soil stripping in 2007 hardly assisted the erosion of 
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 一方、2007 年 3 月には河床のアーマ化を緩和させると
同時に、河床を低下させ安全にするために、古鼡水辺公園




















1960 年から毎年河床横断測量が行われてきた 15, 16）。しか
し、1980 年以降は愛知県の管理に代わり、1989 年と 2002
年に河床横断測量が行われた 17）。本研究対象となる、距
離標 44.0 km と 43.8 km においては豊田市矢作川研究所に
より 1999、2000 年の河床横断測量が行われた 18）。 
 そこで中州の経年変化を研究対象地点である距離標









 2007 年 3 月に行われた表土剥ぎ取りの工事前後に、中






















を起点（No．4）とし、10 m 間隔に水位標から上流側に 3




その区間の変動量を工事後から 2009 年 4 月までの変動量
とした。 
 
2・3 2009 年の河床変動量 




橋に設置してある 2 級水準点（豊田 0270 標高 51.761 m）
を基準とした（図 1）。 
測定日は次のとおりである（括弧内は測定した測線）。 
2009 年 4 月 24 日（No．4～34）、28 日（No．１～3 、
No．35～42）、11 月 18 日（No．4～16）、12 月 7 日（No．
7～38）、8 日（No．1～3 、No．39～42） 
 
2・4 植生調査 
 中州内の No．6～No．40 の偶数番号の測線付近に左岸
側、右岸側、中央と計 54 箇所に方形枠（2 m × 2 m）を
設け春・夏・秋に行った。調査内容は方形枠内の植被率・
高さ、方形枠内の植生個々の植被率・高さである。植被率 
は 0 、+（ごくわずか）、10（1％以上 20％未満）、30（20％











































2009 年 5 月 12 日（No．6～18）、20 日（No．20～40）、
8 月 24 日（No．6～8）、26 日（No．10～16）、27 日（No．














































離標 44.0 km を図 2 に、43.8 km を図 3 に示し、中州の空
中写真を図 4 に、空中写真をもとに作成した距離標 44.0 
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1965 年 1977 年 1987 年 1995 年 2000 年 2002 年 
図 4 空中写真からみた中州の経年変化 
44.0ｋｍ 
43.8ｋｍ 
1965 年 1977 年 
2009 年 2002 年 2000 年 
1995 年 1987 年 
2007年（工事後） 
図 6 空中写真をもとに作成した植生の模式図（距離標 43.8 km） 
図 5 空中写真をもとに作成した植生の模式図（距離標 44.0 km） 
1965 年 1977 年 
2009 年 2002 年 2000 年 









































距離標 44.0 km については、図 2 から 1965 年から 1977
年にかけ河床が上昇しているのが分かる。図 4 の空中写真
で確認すると、1977 年には右岸側の河道が埋まり、中州
ではなくなっている。次に図 2 から、1977 年から 1989 年
にかけて右岸側の河道が大きく削られ、再び中州になって
いたが、図 4 の空中写真で確認すると人工的に掘削された














































茂している様子がみられる。1999 年と 2002 年にいたって









43.8 km 地点については、1960 年には中州ではなく、河
床は水面下に存在した。1977 年から 1989 年にかけて中州
に大きな堆積が見られ、さらに 1999 年になると大きく上
昇し、その後東海豪雨で大きな出水があった影響のためか 
2002 年が最も高くなっている。また 2002 年から 2007 年
にかけては、2004 年に表土が剥ぎ取られる工事が行われ
たので、その影響で中州は低下している。そして、2007
年 3 月に表土剥ぎ取り工事が行われたが、2009 年になる
と堆積が進み、工事前よりも大きな中州になっていた。 









 工事後（2007 年 3 月）から 2009 年 4 月にかけての河床
変動量を図 7 に示す。河床変動量は、横断図を作成し、侵
食量・堆積量を求め、起点である No．5 は下流側に 5 m、
終点である No．37 は上流側に 5 m、その他の測線は上下
流に 5 m（計 10 m）をその測線の変動量（m3）とし算出
した。変動量の合計値は次のとおりである。 
侵食量    約－2050 m3 
堆積量    約 2146 m3 
合計     約 96 m3 
中州全体で約 96 m3の堆積がみられた。図 7 より、上流側
では侵食が多くなり、下流側では堆積が大きくなってい
る。特に No．27 より下流側ではほぼ堆積しかみられない。
侵食が最も大きかった No．12 と、堆積が最も大きかった 
No．19 を図 8 に示す。No．12 では約 265 m3の侵食、約
0m3 の堆積がみられた。No．22 では約 30 m3 の侵食、約
200 m3 の堆積がみられた。 
 
3・3 2009 年の河床変動量 
 図 9 は高橋（距離標 40.6 km）における水位であり、横
断測量を行った 2009年 4月から 12月の間で起こった大き
な出水は、8 月 1 日の出水があり、中州全体が冠水するほ
どの出水であった。 
横断測量の結果をもとに断面図を作成し、侵食量と堆積
量を求めた。算出方法は、各測線の 2009 年 4 月と 12 月の
横断面図より、侵食量・堆積量の面積を求め、測線 No．1
は下流側に 5 m 、No．42 は上流側に 5 m 、その他の測線
は上・下流側に 5 m（計 10 m）をその測線の変動量とし算
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侵食量    約－520 m3 
堆積量    約 547 m3 
合計     約 27 m3 
中州全体で約 27 m3の堆積がみられた。図 10 をみると、
上流側では浸食のほうが大きくなり、下流側では堆積のほ
うが大きくなることが分かる。侵食が最も大きかった No．
10 と、堆積が最も大きかった No．18 を図 11 に示す。No．
10 では約 60 m3の侵食、約 4 m3 の堆積がみられた。No．









果を図 14 に示す。植物の種数は 119 種の確認できた。植
生は水辺に生育する植物、野山に生育する植物、帰化植物、
園芸品種と様々なものが確認された。 













































































図 13 植生調査結果（植生平均高さ） 


















図 12 植生調査結果（方形枠の植被率） 
春 秋 夏 
植被率（ ） 
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2007・8 年分、2009 年 4 月から 2009 年 12 月の変動高さを









わけ相関係数を求めた（表 1）。その中の 2007・8 年上流
のオギ夏の相関図を図 16 に示すが、この図では 2 点が大
きく離れているため、相関があるとは考えられなかった。








































































































図 18 に、条件（2）を図 19 に、条件（3）を図 20 に、条





表 1 河床変動高さと植生の植被率の相関係数 
春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋
全体 0.40 0.29 0.01 0.31 0.45 0.31 0.07 0.18 -0.05 -0.09 -0.17 -0.13
上流 0.03 -0.04 0.02 0.24 0.38 0.16 0.02 0.04 -0.05 0.12 0.22 0.38
下流 -0.43 -0.07 0.11 0.16 -0.02 0.17 -0.38 -0.29 -0.14 -0.29 0.18 0.36
全体 0.07 0.21 0.01 0.14 0.20 0.18 0.02 0.10 -0.37 0.06 0.16 0.11
上流 -0.07 0.01 0.22 0.10 0.11 0.06 0.15 0.06 -0.52 0.05 0.08 0.06




表 2 様々な条件下で求めた河床変動高さと植生の植被率の相関係数 
春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋
条件(1) 0.60 0.46 0.18 0.65 0.63 0.51 0.38 0.60 -0.04 0.08 -0.39 -0.41
条件(2) 0.68 0.60 0.25 0.66 0.69 0.63 0.69 0.69 0.03 0.21 -0.52 -0.46
条件(3) 0.77 0.58 0.23 0.83 0.80 0.65 0.92 0.92 0.18 0.37 -0.58 -0.46
条件(4) 0.99 0.85 0.43 0.92 0.99 0.87 0.99 0.55 0.20 0.59 -0.54 -0.40
条件(1) 0.33 0.35 -0.08 0.47 0.57 0.50 0.26 0.44 -0.12 0.35 0.33 0.37
条件(2) 0.57 0.55 -0.02 0.61 0.63 0.55 0.28 0.55 0.01 0.59 0.46 0.47
条件(3) 0.54 0.57 -0.13 0.69 0.83 0.70 0.34 0.78 -0.06 -0.92 0.83 -0.65
条件(4) 0.97 0.91 -0.26 0.93 0.95 0.86 0.50 0.85 0.14 -0.95 -0.73 -0.75











図 15 2007・8 年全体の方形枠春の相関図 
ｒ = 0.40 
















図 16 2007・8 年上流のオギ夏の相関図 
ｒ = 0.38 










r = 0.58 
図 17 ツルヨシ（2009 年・秋下流）の相関図 
0 























図 18 2007・8 年方形枠春条件(1）の相関図 
ｒ = 0.60 




















ｒ = 0.68 
植被率（％） 
図 19 2007・8 年方形枠春条件(2）の相関図 
r = 0.77 
0 














図 20 2007・8 年方形枠春条件(3)の相関図 
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であったが、工事が行われた直後である 2007・8 年は 2050 
m3、2009 年は 520 m3 の侵食がみられ、約 3 年間で 2570 m3 
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